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　この「はすだっこ人権通信」は、毎月何人かの教員が、

人権・同和教育に関する情報や、個人の思い・つぶやきな

どを発信します。読んだ方の人権意識の高まりや、新たな

発見があればと思います。ぜひ、ご家庭でお子さんと一緒

にご覧いただき話題にしてみてください。また、ご意見・

ご感想等があれば右記フォームまでお寄せいただけると喜

びます！
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「すきの反対言葉は？」
　「すき」って言われるとうれしいですよね。「すき」の反対言葉って何だと思いますか？ 「すき」の反対は、「きらい」
です。もう１つあります。「すき」の反対は、「無関心」です。「無視」、「知らない」、「興味ない」、「どうでもい
い」ですね。一人の人、一つのもの、一つの出来事を、「無視」することが、実は「好き」の反対なんです。 
 　私は、大人になってからすきの反対言葉の2つ目を知りました。そして、ショックでした。なぜなら、私はそれまで「無
関心」男だったのです。口癖の１つに「興味ない」でした。 
 　今、心がけていることは２つです。１つ目は、知ることです。「え？何それ。」となったらすぐに調べるようにしていま
す。２つ目は、関心を向けることです。見てます！知ってます！というサインを送るようにしています。 みなさんも小さな
ことでも、気にかけて興味をもってみると自分の世界が変わるかもしれません。　　　　　　　　　　　　　　　勝部　新

「自分らしく」
　「〇〇中学校の制服変わったんだって。ブレザーになったらしいよ。」「セーラー服にズボンは合わせにくかっ
たんじゃない？」先日の我が家での娘との会話です。そういえば、通勤途中で出会う中学生の女の子もパンツスタ
イル。颯爽と自転車を漕ぐ姿に、動きやすそうでいいなぁ‥と思いながら見ていたところでした。
　私たちの学生時代は、男子はこれ、女子はこれと男女それぞれ決まった制服を着るのが当たり前。寒いし動きに
くいし、嫌だなぁと思うこともあったかな？でも、今は「自分らしく」が大事にされていて、自分の考えで着るも
のを選べる学校が増えてきました。もし、あの時制服を選べたら？私もズボンを選んでいたのかな？勇気を出さな
くても、誰もがどんなスタイルを選んでも大丈夫！安心して生活できるよ・・という環境になっていったらいいで
すね。私も自分の「こうあるべき」を見直さなくちゃと思う今日この頃です。　　　　　　　　　　　後藤　好美

「無意識の偏見」
    最近、「無意識の偏見」について話を聞く機会がありました。「無意識の偏見」とは、自分でも気づかないうちに持って
いる、物事の捉え方や考え方のことだそうです。たとえば、「男の子なんだから、活発な遊びが好きだろう」「女の子なんだ
からかわいい服やおままごとが好きだろう」などという思い込みです。こうした偏見は悪意があるわけではなく、日々の経験
や情報から生まれるものなので、だれもが自然に持ってしまう考えです。しかし、「男の子は活発であるべき」と言われ続け
ると、おとなしい性格の子は自分らしさを否定されたように感じてしまうかもしれません。また、このような偏見の積み重ね
が、子どもたちの可能性を狭めたり、自信を失わせたりすることにつながっていることを聞きました。無意識のうちに子ども
たちを追い込んでいるかもしれないと思い、はっとしました。私たち大人がまず「自分の中にある思い込み」に気づくことが
大切だそうです。「本当にそうだろうか？」「この子の個性をちゃんと見ているかな？」と立ち止まって考えるだけでも、子
どもたちにとって安心できる環境づくりにつながると聞きました。多様な価値観を受け入れ、互いを尊重する姿勢を、学校の
中で育んでいきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村　詔久      
　


